
提

出

者

中

根

康

浩

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
提
出

質

問

第

九

号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
に
お
い
て
は
「
三
位
一
体
改
革
」
の
中
で
、
公
立
小
中
学
校
や
盲
・
聾
・
養
護
学
校
小
中
学
部
の
人
件
費
の
半
分
を
国

が
負
担
す
る
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の
廃
止
、
縮
小
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
�
）

日
本
国
憲
法
と
教
育
基
本
法
に
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
と
「
教
育
の
機
会
均
等
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
の
実
現
の
保
障
が
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
国
が
国
民
に
対
す
る
約
束
を

果
た
す
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
。
義
務
教
育
費
の
負
担
を
市
町
村
や
都
道
府
県
だ
け
に
求
め
る
こ
と
は
「
国

の
義
務
の
放
棄
」
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
国
家
百
年
の
大
計
を
見
通
し
「
教
育
立
国
」
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
が

国
に
お
い
て
「
三
位
一
体
」
と
い
う
言
葉
で
数
字
あ
わ
せ
の
犠
牲
と
し
て
義
務
教
育
が
供
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

他
方
教
育
の
地
方
自
治
が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
総
額
裁
量
制
」
が
導
入
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
。
国
が
義
務
教
育
の
財
政
基
盤
を
支
え
そ
の
上
に
自
治
体
が
独
自
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
憲

法
や
教
育
基
本
法
に
よ
っ
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
教
育
の
地
方
分
権
、
総
額
裁
量

制
導
入
と
い
っ
た
視
点
を
ふ
ま
え
て
、
政
府
の
義
務
教
育
に
つ
い
て
の
見
解
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い

一



て
の
見
解
並
び
に
、
こ
れ
を
削
減
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
動
き
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

全
国
知
事
会
な
ど
地
方
の
首
長
や
議
長
で
つ
く
る
六
団
体
が
今
年
八
月
に
政
府
に
提
出
し
た
補
助
金
改
革
案
の
中

で
、
将
来
的
に
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
を
全
廃
し
て
一
般
財
源
化
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
他
方
で
は
こ
の
一
般
財

源
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
市
町
村
議
会
等
か
ら
反
対
を
表
明
す
る
意
見
書
も
数
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
。
地
方
議
会

等
か
ら
の
国
庫
負
担
堅
持
を
求
め
る
内
容
の
意
見
書
の
提
出
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
政
府
と
し
て
意
見
書
と
い

う
も
の
を
ど
の
程
度
重
要
視
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


